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＜主な内容＞

• 1 COVID-19の感染経路

• わかってきた感染の傾向と対策ーマイクロ飛沫感染

• N95マスクの利用場面は変わったのか？

• 2 N95マスクの除染と再利用

• 3 N95マスクの不良品の見分け方
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アベノマスクは役に立つ？
寄付されたKN95マスクは役立ったのか？
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(2020.4.3 news every 日本テレビ、加工済)

Q：布マスクの着用は感染対策に
効果あるのですか？

→あります。
マスクの種類と特性、効果と限界、
正しい利用法等を知る事は大切です

Q: 医療支援で配られた善意の寄付
マスクは、役立ったのですか？

→なんともいえません。
中国製のKN95マスクには性能が担保

されないものが多く含まれました。本
来のエアロゾル対策用の医療用マス
クとして利用できないものもありました。



1 COVID-19は空気感染するのか？
わかってきた感染の傾向と対策

4
https://www.jmedj.co.jp/journal/paper/detail.php?id=14278&fbclid=IwAR14UuksylQGSQ62aP89VfTQaD-1edtqjluEhBBZs7ppjW-8t6JUjwkI0hc

白木公康ほか. 緊急寄稿（1）新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のウイルス学的特
徴と感染様式の考察. Web医事新報 No.5004 (2020年03月21日発行) P.30 



韓国コールセンターにおける感染事例
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韓国、商業・住居混合ビル11階
同フロアには216人の従業員

• 一人の感染者が出勤
• 2020年2月25日からビル閉鎖まで

の3月9日までの2週間に94人
（43.5%）が感染

• オフィスの片側が主に感染してい
るが、反対側では感染者が少な
かった。

• エレベーターやロビーなどで異なる
フロアの労働者と多くの接触が
あったと推測されたが、感染はほ
とんど1フロアに限定されていて、

接触時間が伝播する要因の一つ
にも考えられた。

Park SY, Kim Y-M, Yi S, Lee S, Na B-J, Kim CB, et al. Early Release-Coronavirus Disease Outbreak in Call 
Center, South Korea. Emerging Infectious Diseases • www.cdc.gov/eid • Vol. 26, No. 8, August 2020.



三密環境でのクラスターの例
食事、閉鎖空間、エアコンによる気流の影響がありそうだ
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• 2020.1.26-2.10に、中国・広州のレストランで3家族10名のクラスターが発生
• 感染者(A1)は9名の友人と1-1.5時間の夕食
• A1と同じテーブルにの半数(10人のうち5人)が、次の7日間に感染
• 風上のテーブルのうち2名、風下のテーブルのうち3名が感染
• エアコンの気流から外れた位置（テーブルE,F）では感染が見られなかった

Lu J, Gu J, Li K, Xu C, Su W, Lai Z, et al. COVID-19 Outbreak Associated with Air Conditioning in Restaurant, 
Guangzhou, China, 2020. Emerging infectious diseases. 2020;26(7):1628-31.



マスクで飛沫・エアロゾルがシャットアウトできる
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Leung NH et al. Respiratory virus shedding in exhaled breath and efficacy of face masks. Nature medicine. 2020;26(5):676-80.
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・インフルエンザウイルス・ライノウイルスでは飛沫・エアロゾルの飛沫感染は十分
に防げないが、コロナウイルスではこれを防ぐことができる可能性が示唆
・欧米では、この報告以降、無症状者でもマスク着用を推奨するように政策変更

2020 April 3, Nature medicine. 2020;26(5):676-80.



新しい生活様式における感染管理
新しい感染様式「マイクロ飛沫感染」に注目が集まる

• 大きな声に気をつけろ 「３密」ではなく「４密」回避を
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様々な種類のマスク/防じんマスク

9PAPR:タイトフィット PAPR:ルーズフィット使い捨て防じんマスク

全面形防じんマスク半面形防じんマスクサージカルマスク

取替え式呼吸用保護具

電動ファン付呼吸用保護具



2 COVID-19と戦う医療従事者のための
個人防護具（PPE）プロジェクトの紹介

https://hazard.yahoo.co.jp/article/20200207

2019.12 
中国武漢で
原因不明の
重篤肺炎

2020.1.16
国内発の感染報告

2020.2.13
国内でヒト-ヒト感染複数

2020.4.7 緊急事態宣言(7都道府県)

2020.4.16 緊急事態宣言(全国)

2020.5.4緊急事態宣言延長
（5.31まで）

2020.5.14
緊急事態宣言解除
(39県)

ダイヤモンドプリンセス(2/6着岸3/25出港)

2020.2.25
基本方針
(クラスタ対策重視)

2020.3.28
基本的
対処方針

2020.3.13
新コロナ
特措法成立

検疫強化：水際対策

1.課題整理とWG設置

2.N95マスク除染学術情報(N95DECON)

3.PPE確保・クラウドファンド活用

4.自作・代用代替品評価チーム

5.PPE評価・基準スキーム提案WG準備

4/7PPEWG活動開始要望書◎

4/9 公開 4/16.19更新 5/18更新 6/1FAQ

4/15申請 確保策 5/下旬配布

4/16検討開始 4/26公開

＜職業感染制御研究会＞
職業感染の学術調査
防止器材の情報提供
個人防護具教育ツール提供

PPE情報周知◎1/29   ◎2/13 ◎3/5,3/30
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1. 政府への要望書の作成を通じた個人防護具の
課題整理とワーキンググループの立ち上げ

• マスク、ガウンなど防護具がない！
• COVID-19患者・疑い事例の増加

• 感染対策進展に伴う需要増

• 3月中旬より不足感が増加

背景

（記事引用 エムスリー 2020.3.31）

9割以上の施設で不足
特にサージカルマスク、N95、アルコール

手指衛生の頻度が増加
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1. 政府への要望書の作成を通じた個人防護具の
課題整理とワーキンググループの立ち上げ

1. 医療崩壊を防ぐために、医療従事者の職業感染防止のために利用する
個人防護具（PPE）の確保について、万難を排して最優先課題としてく
ださい。

2. そのため、以下を考慮ください。

A) 医療機関で購入するPPEに関する適切かつ大幅な資金補助

 購入伝票を元に医療機関に一定額を助成するなどの経済的援助の検討

B) 国内生産PPE増産体制の強化と医療機関への優先確保

 国内製造メーカーへの支援、潜在的に生産技術をもつ企業への支援など

C) 海外生産されているPPEの輸出入に関する国家間の調整

 各国への規制緩和の働きかけ、価格の適正化、人道支援

D) PPEの適正使用に関する情報周知

 適正使用の周知、PPE利用の最適化

 医療機関以外でのPPEの適正利用

 現状のPPEの代用、代替品の情報周知

3. 当研究会はワーキンググループを立ち上げ、医療機関におけるPPEに関
する現場での供給・不足状況のデータ、直面している課題、現場での暫
定的な解決策、行政等への要望事項などを情報収集し、医療従事者
の安全と健康確保に全力で取り組みます。

一般社団法人職業感染制御研究会
代表理事 森屋 恭爾

一般社団法人日本環境感染学会
理事長 吉田 正樹

理事・幹事で

ドラフト、理事会
で承認・公開
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2. N95マスクに関する
最新の学術情報の収集と公開

N95DECONとは？
• A scientific consortium for data-driven study 

of N95 filtering facepiece respirator (※) 
decontamination（N95フィルター式フェイスピースレス
ピレーター除染のデータドリブン研究のための科学コンソー
シアム）（2020.3月末活動開始）

• 今回のCOVID-19流行に関し、Stanford大学、
Harvard大学、California大学等の専門家や学生ら約
100名のボランティアで構成されるN95 respiratorの除
染(除菌)情報をレビューし、公開を手がける専門家チーム

• 職業感染制御研究会/N95DECON連携翻訳チーム
• タナカ千恵子（カナダ、カールトン大学）、太田由紀（帯広厚生病

院）、奥野雅士（3M Medical Solutions Division）、草場恒
樹（モレーンコーポレーション）、黒須一見（感染研）、佐々木美奈
子（東京医療保健大学）、柴田英治（愛知医科大学公衆衛
生）、津田洋子（帝京大学公衆衛生大学院）、久永直見（愛知
教育大学）、吉田理香（東京医療保健大学）、宇田真弓（静岡
県産業環境センター）

• 監修：吉川徹（労働安全衛生総合研究所）、菅原健（国立大
学法人電気通信大学）

※N95 filtering facepiece respiratorは日本語では
「使い捨て式N95規格の防じんマスク」

背景
N95マスクが足りない
再利用して使えないか？
↓
米国のN95DECONの学術

情報チームと連携して国
内に知見を届けよう
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診療・看護におけるN95マスクの利用場面

• 一時的に大量のエアロゾルが発生しやすい状況※においては、
サージカルマスクの代わりに
• N95マスク（またはDS2などN95 と同等のフィルター性能マスク）

• 電動ファン付呼吸用保護具（PAPR）を利用します。

• N95マスクは装着のたびにユーザーシールチェックを実施します。

14医療機関における新型コロナウイルス感染症への対応ガイド(第3版)（2020年5月7日）

※エアロゾルが発生しやすい状況
・気管挿管・抜管、気道吸引
・NPPV装着
・気管切開術
・⼼肺蘇生、用手換気
・気管支鏡検査
・ネブライザー療法
・誘発採痰など

新たに「マイクロ飛沫感染」と

micro-droplets infection
呼ばれるようになってきた感染防止策



N95マスクの除染/再利用に関するQ＆A
よくある質問（FAQ）*1

• 誰が N95マスクを着用すべきですか？

• N95マスクは「医療従事者で、空気感染ならびに液体による感染の危険（例：液体がとびちった

もの、しぶきなど）から身を守る必要のある者のみ、その使用が推奨されます。これらの呼吸用保護

具（レスピレーター）は、医療外では使われず、その必要性もありません。」*2

• N95マスク は再使用しても大丈夫ですか？ N95マスク はいつ廃棄すべきですか？

• CDCは、N95マスクが深刻に不足する場合に向けた、限定的な再使用ガイドラインを提供しており、

再使用前にN95マスクを除染する方法に関する情報を公開しました（日本でも厚労省通知で再

利用の限定的許可通知あり）

• N95マスクのうち、呼吸がしにくいもの、目に見えて損傷しているもの、体液で汚れているもの、フィッ

トしないものは廃棄してください。

• N95マスクのフィットテストは、この状況下でもなお、必要ですか？

15
*1 職業感染制御研究会：N95マスクの除染（除菌）/再利用に関するQ＆A「よくある質問（FAQ）ver. 1.1」
http://jrgoicp.umin.ac.jp/index_ppewg_n95decon_faq.html
*2 Personal Protective Equipment: Questions and Answers (https://www.cdc.gov/coronavirus/2019-ncov/hcp/respirator-use-faq.html)

職業感染制御研究会：N95マスクの除染（除菌）/再利用
に関するQ＆A「よくある質問（FAQ）ver. 1.1」を参照

https://www.cdc.gov/coronavirus/2019-ncov/hcp/respirator-use-faq.html


N95マスクの除染/再利用に関するQ＆A
よくある質問（FAQ）*1
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http://jrgoicp.umin.ac.jp/index_ppewg_n95decon_faq.html
http://jrgoicp.umin.ac.jp/index_ppewg_n95decon_faq.html


2. N95マスクに関する
最新の学術情報の収集と公開

＜国内での通達なども合わせて、解説＞

• N95マスクの過酸化水素水プラズマ滅菌器を用
いた再利用法について（厚労省通知）が公開
されました

マスクの例外的取扱いについて（2020.4.10）

• 新型コロナ対応時の個人防護具の選択優先度、
再利用、代替品等に関する通知（厚労省）が
発出されました。

サージカルマスク、長袖ガウン、ゴーグル及びフェイス
シールドの例外的取扱いについて（2020.4.10）

• 関連情報を公開
• ※セルロースが含有された不織布にはプラズマ滅

菌は不可です。

• ※日本医療機器学会がN95マスクの例外的取
り扱いに関して指針を公開しています。

• ※国内で入手可能な過酸化水素を利用した滅
菌器機は以下です。

N95マスクの再利用時の注意 の解説
以下の方法はN95マスクの濾過効率を著しく低下させるか、
または生物学的汚染物質を十分に不活化できない
×避ける（ダメ）：
×石鹸水：フィルターの帯電性が落ち、性能が低下
×アルコール：フィルターの直接ダメージを与え、性能が低下
×漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム）：
×一晩の保管：SARS-CoV2は環境表面で3日間以上、

活性維持、室温で一晩置いただけではN95の除染は十分で
ないことが示されています。
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https://www.mhlw.go.jp/content/000621007.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/000622132.pdf


N95マスクの再利用と4つの除染の方法

N95マスクの除染（滅菌）
以下の4方法の知見
(1)加湿熱
(2)紫外線(UV-C)
(3)過酸化水素
(4)時間

・ファクトシート
・技術レポート

18



除染の方法（1）：蒸気化過酸化水素（HPV）／
過酸化水素低温ガスプラズマ滅菌（HPGP）

• HPVはN95マスクの除染に
効果がありますか？どのよう
に作用するのですか？
• 基本的には過酸化水素

（H2O2）蒸気をマスクの表面
で凝結させ，それが水と酸素に
変化するまでのあいだにウイルス
ならびに他の微生物を死滅させ
るものです。

19

• 厚労省通知で紹介されているも
のです。

• 日本医療機器学会がN95マスク
の再使用に関して過酸化水素ガ
ス滅菌等に関する指針を公開し
ています。



日本医療機器学会がN95マスクの再使用に関して過酸化
水素ガス滅菌等に関する指針を公開しています

20http://www.jsmi.gr.jp/wp-content/uploads/2020/04/N95shishin.pdf

「N95 FFR(Filtering Facepiece Respirators)の院内滅菌による再使用について」日本医療機器学会（2020年4月９日）



紫外線(UVーC)を使用する

21

• センサーを利用し、適切に1.0J/cm2以
上のUV-C線量をN95マスクに照射で
きれば、この方法でSARS-CoV-2を不
活化できる可能性は高い。

• しかし、これはまだSARS-CoV-2で直接
検証されたわけではない。 この方法

は、いくつかの細菌の重感染リスクを
予防できる可能性はあるが、全てで
はない。



時間を用いて室温で除染する

• もし、他に選択肢がない場合、使い捨

てタイプのN95マスクの再使用は、間隔

をあけて適切に保管することで、

SARS-CoV-2を十分に不活化する可

能性がある。

• 清潔な状態で、室温で7日間保管す

れば、ほとんどの状況で十分な

SARSCoV-2の不活化が得られる可

能性がある。

• この方法では、細菌やカビの重感染のリ

スクに対して除染を行うことはできない。

22



3.N95マスクの見分け方

•N95もどきマスクの例

• 3月中旬から4月にかけ

て、性能が十分でない、

Ｎ９５マスク類似の製

品が国内に流通するよ

うになった。

23資料協力 黒須一見（感染研）



N95マスクの不良品の見分け方

N95DECON の「よくある質問（FAQ）」の邦
訳を公開、N95の除染/再利用ポイント

＜PPEの不良品の注意喚起＞
・KN95を中心とした中国製品の性能評価を
NIOSHが報告（2020.4.28）
・KN95等の不良品マスクを見分ける方法につ
いて（2020.5.26公開、2020.6.2更新）
http://jrgoicp.umin.ac.jp/index_ppewg_respirator_defective.html

○防じんマスクとしての性能の担保を確認する
(1)日本の国家検定を受けたN95規格相当の防じんマスク
（N95マスク相当）かどうか
(2)米国の防じんマスク国家検定N95規格の認証を受けた
防じんマスク（N95マスク）かどうか

○COVID-19対応に関連して米国が評価を行っている情報
を利用する
(3)COVID-19対応で利用されたN95規格相当の防じんマス
ク評価を受けたか否か
(4)米国のFDA（米国食品医薬品局）によるEUA認証を受け
た製造者と製品のリストにあるか否か

○自施設での評価を試みる
(5)定量フィットテスト機器を用いて自施設のN95/DS2レス
ピレーターの漏れ率を評価する

N95もどきマスク

http://jrgoicp.umin.ac.jp/index_ppewg_respirator_defective.html


新型コロナウイルス感染症対応における
呼吸用防護具製品の適正使用に関する注意喚起

• 1.N95マスク等備蓄在庫品の使用にあ
たっての注意事項

• ①使用期限の確認、②保管場所
の年間を通しての温度条件の確認

• 使用期限やしめひも（合成ゴム
等）の劣化がないか確認

• 規格品を謳う規格外製品の諸外国での
流通とその対応について

• 日本国内には感染症の感染防止のため
の呼吸用防護具の性能評価機関はなく，
呼吸用保護防護具の適切な基準を満た
さない製品が相当数，流通・使用されて
いることが懸念され，各医療機関・介護
施設側で自衛するしか対策がない状況で
ある。

25



国から配布された医療用マスクの種類変わっているようだ

26(ＮＨＫおはよう日本」2020年7月26日)

耳掛け式＝KN95マスク、N95もどき（偽物）
ヘッドバンド式=防じんマスク規格(DS2、
N95規格相当)、と思われる



米国N95規格と同等の規格はありますか？

•N95 (米国 NIOSH-42CFR84)

• FFP2 (欧州 EN 149-2001)

• KN95 (中国 GB2626-2006)

• P2 (豪州/ニュージーランド AS/NZA 

1716:2012)

• Korea 1st class 
(韓国 KMOEL - 2017-64)

•DS2 (日本、厚生労働省, 2018)

27

詳しくは3Mの技術情報を参照ください
Comparison of FFP2, KN95, and N95 and Other Filtering FacepieceRespirator Classes
https://multimedia.3m.com/mws/media/1791500O/comparison-ffp2-kn95-n95-filtering-facepiece-
respirator-classes-tb.pdf



＜参考情報＞
・「KN95」とは、中国における米国の防じんマスクの規格「N95」相当とされる高機能微粒子用マスクの規格である。
・以下の図の中国製マスク主要基準のうち「GB2626-20019」「GB19083-2010」のうちフィルター性能の検定がN95相当と
思われるものに付与されていると考えられる。しかし、品質不良が多数あり、注意が必要である。

28

参照：KN95を中心とした中国製品の性能評価をNIOSHが報告、不良品多数（職業感染制御研究会）
http://jrgoicp.umin.ac.jp/index_ppewg_respirator_test.html
・入手/購入予定のKN95マスクがある場合は、以下の米国NIOSHが公表している認証済製品であるか確認する。
参照：CDC, NIOSH-Approved N95 Particulate Filtering Facepiece Respirators
https://www.cdc.gov/niosh/npptl/topics/respirators/disp_part/n95list1.html



まとめと考察

• 個人防護具（PPE）は診療や介護に必須の医療用資材である。

新型コロナウイルス感染症に関連して、その不足が明らかとなり、医

療・介護従事者の勤務環境（安定した医療の提供、安⼼して勤務

できる環境整備の困難）に大きな影響を与えた（ている。）

• それぞれの医療機関では、N95マスクをはじめPPEの再利用、自作

PPEの作成、民間からの寄付などで対応している。新しいアイデアも

生まれている。

• PPE等の資材不足については、各医療機関による努力では困難な

課題である。

• 一方、政府はPPE不足に対し、時期に応じて対応し、当研究会が整

理した3月末時点での課題が解決しているものもある。官民での協力

が必要である。
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まとめと考察

• N95マスクの再利用をせざるえなかったPPE不足の原因

• グローバルサプライチェーンの分断

• 国際的な大規模な急激な需要増加

• 本邦におけるPPE基準の未整備

• PPEは雑品扱いで、自主的に業界や医療施設がその性能を評価、管理

• 高機能マスク（N95マスク）に関する、産業界と医療界の大きなギャップ

• 一方、今回、ICNの活躍に支えられた施設も多く、感染管理の知識や技
術をもった人材の重要性が改めて確認された。

• PPEに関しては、確保方法や使用時の課題が明らかに

• 感染症緊急時には安⼼した医療提供環境、医療従事者の勤務環境改善の確
保のためにPPEの確保は優先度が非常に高いこと

• 適切な装着をしないとリスクが高まるなどPPEの運用管理だけでなく、ゾーニングや
滅菌・消毒・洗浄などの環境管理、、疲労対策など健康管理など、多層的な取り
組みが職業感染防止に重要

• 国内におけるPPE課題を整理し、次につなげてゆく取り組みが必要である。
30



まとめ

• 新型コロナウイルス感染症の流行で、N95マスクの適正使用に関

するニーズが高まった。

• 呼吸用防護具は一見、装着するとその効果があるように思われるが、マスク

の特性を理解（特に密着性、フィット性）し利用すべきである。

• フィットテストインストラクタの活躍が期待される。

• 一方で、除染や再利用という新しい課題にも直面

• 新しい知見を取り入れながら、職業感染防止のためのPPEの適切な利用

に関する知見の整理と普及が重要

• PPEの性能確保に関する基準や規制の検討が必要

• 産業現場と医療現場の足並み

• 呼吸用保護具（呼吸用防護具）の適正使用の手引や指針の充実

• 指導できる人材の育成
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＜主な内容＞

• 1 COVID-19の感染経路

• わかってきた感染の傾向と対策ーマイクロ飛沫感染

• N95マスクの利用場面は変わったのか？

• 2 N95マスクの除染と再利用

• 3 N95マスクの不良品の見分け方
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